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わがまち自慢

■イベント情報は変更される場合があります。ご了承下さい ■価格は全て税込みです
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近江パノラマ写真

会員募集中（入会無料）
事務局：

毎日新聞と愛読者をつなぐ

プレゼントなど盛りだくさん

デザイン/印刷/ＩＴ

http://my-mai.mainichi.co.jp

わが家のペット自慢

8

307

477

ブルーメの丘

20

9/9
（土）

9/16
（土）

大　津

安　土

●場所：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール小ホール（大津市打出浜15-1）
●開演：14：00●料金：一般3,000円 青少年（25歳未満）1,500円
●お問い合わせ：びわ湖ホールチケットセンター/077-523-7136

9/21
（木）

大　津

木之本地蔵院

（撮影・高井）

甲  賀

栗　東

●場所：栗東歴史民俗博物館（栗東市小野223-8）　
●時間：9：30～17：00（入館は16：30）
●料金：大人200円 高大生150円 小中生100円
●休館日：9/11、19、25、10/2、10、16
●お問い合わせ：栗東歴史民俗博物館/077-554-2733

12/17
（日）

開催中

草　津

9/18
（祝）

開催中

10/22
（日）

9/9
（土）

●場所：しが県民芸術創造館（草津市野路町1681）
●時間：10：00～18：00（入場は17：30まで）
●料金：一般400円 小中生200円 未就学児無料
●休館日：9/11(月)
●お問い合わせ：しが県民芸術創造館
                077-564-5815

●場所：しがぎんホール（大津市浜町1-38）
●時間：18：30～●料金：一般3,000円 学生2,000円
●お問い合わせ：しがぎん経済文化センター/077-526-0005

●場所：MIHO MUSEUM（甲賀市信楽町桃谷300）
●時間：10：00～17：00（入館は16：00まで）
●料金：大人1,000円 高大生800円 小中生300円
●休館日：月曜日（祝日のときは翌日）
●お問い合わせ：MIHO MUSEUM/0748-82-3411  

●場所：安土城天主「信長の館」
 （蒲生郡安土町桑実寺800/ 0748-46-6512）
●開演：19：00
●料金：一般1,500円 学生1,200円
       天主弁当セット2,300円
            （コンサート前に文芸の郷レストランでお召し上がり下さい）

●お問い合わせ：（財）安土町文芸の郷振興事業団文芸セミナリヨ
               0748-46-6507

大　津

●場所：大津市歴史博物館（大津市御陵町2-2）　
●時間：9:00～17:00（入館は16：30まで）
●料金：一般210円 高大生150円 小中生100円
●休館日：月曜日（祝日のときは翌日）、祝日の翌日
●お問い合わせ：大津市歴史博物館/077-521-2100

12/26
（火）

9/12
（火）

蒲生郡日野町のブルーメの丘を訪れると、満開のキバナコスモスが出迎えてくれた。鮮や

かなオレンジ色が丘一面を覆い、絵本のような風景に思わず見とれてしまった。

キバナコスモスはメキシコ原産の丈夫な花。コスモスより丈が短いので、子供の目線でも

遠くまで見渡せる。見頃は今月の中旬まで。

ブルーメの丘では「ピエロのバルーンショー」や「アル

プス民族音楽コンサート」など、週末ごとに楽しいイベ

ントが目白押しだ。

お問い合わせ：ブルーメの丘/TEL：0748-52-2611

き たい かな

野洲文化ホール 湖東三山秘仏本尊
ご開帳周遊キャンペーン

しもまがり

今週は木ノ本販売所からのお便り。販

売所所長の笹井伝栄さんは今年1月から

この仕事を始

めたばかりだ

が「やりがい

のある楽しい

仕事です。今

年の冬は豪雪

で大変でした

が、かえって

やる気が起き

ました」と笑

顔でこたえてくれた。

北国街道の宿場町

として栄えた木之

本町は、日本三大

地蔵のひとつ木之

本地蔵院（浄信寺）

の門前町としても

知られ、風情ある

たたずまいを残し

ている。

早速、木之本地蔵院を訪れると、ここ

は延命息災の仏様、眼の仏様として古

くから多くの信仰を集め、境内には高

さ6ｍもある日本最大の地蔵大銅像が立つ。

取材日はちょうど木之本地蔵の大縁日

が開かれており、木ノ本駅から地蔵院

に続く約300ｍの通りには150件ほどの露

店が並び、多くの人でにぎわっていた。

縁日は毎年8月22

日～25日に開催さ

れ、他府県からも

大勢の参拝者が訪

れる。4日間で10

万人を超える人出

になり、特に夕方

以降は歩くのもままならないほどだ。

最終日の25日には約1,200発の花火が打

ち上げられ、縁日はクライマックスを

迎えた。

で んえい


